
沖島の対岸にある伊崎寺では、毎年8月l
日に 「伊崎の竿飛びJが行われる。
長さ約13mの太い角材が、水平に琵琶湖に

突き出ていて、そこから7m下の湖面に飛び
降りるものである。

この竿飛び行事は、今から約1100年前に
この寺で修行中の僧が、寺の眼下に広がる
琵琶湖に空鉢を投げて、湖上を行きかう漁
民たちに喜捨を乞い、そのあと自ら湖中に
飛びこんで鉢を拾いあげた、という故事に
基づくと言われている。
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[アヲセス]
eJR近江八幡駅から近江鉄道ハスに乗車、

「堀切港J下車後、船で沖島へ

沖島漁港に集う漁船

沖島は琵琶湖最大の島である。

近江八幡市の沖合約1.5kmlこ浮かび、架橋はな

い。周囲6.8km、面積約1.53knflこ約140戸、約

400人が暮らしている。

淡水湖上の島としては、日本国内では唯一、人が

定住することで知られる。

島の大部分は山地が湖岸に迫る地形で、西南部

の狭小な平地に人家が軒を接して密集し、その簡

を軒下道がつづくという独特の集落景観を形成し

ている。生業は漁業を主とし、かたわらに農業を

営むほか、ふるくは石材業がさかんであった。

琵琶湖と深く関わる暮らしそのものが水の宝で

ある。

[もっと詳しく知りたいひとへの案内]
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